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自家用車活用事業（仮称）におけるドライバーの働き方に係る意見

○ ドライバーを運営主体から雇用されることに限定する場合、我が国企業では社
員に対し雇用形態での副業を認めている事例が非常に少ないとの指摘があるこ
と、雇用形態で副業を行う場合、本業と副業の労働時間を通算して所定の労働時
間を超えた場合には割増賃金の支払いが必要となること、解雇規制等の適用関
係が不明確であることなどから、業務委託形態を認めることによってこそ、ドライ
バー確保が進む。

○ ライ ドシェアは、「自分の希望する時間に希望する場所で希望する時間だけ働け
る」ものであって、ドライバーには仕事の諾否の自由があるから、使用従属を前提
とする雇用契約には馴染まない。さらに、運営主体が安全管理の観点から、テク
ノロジーを活用してドライバーの稼働時間を管理したり、一定の場合に稼働を制
限するとしても、指揮監督関係と評価すべきものではない。

○ なお、現行法制度においても、ベビーシッター、運転代行、介護、看護など幅広
い業務において、業務委託による活躍が多く見られ、業務委託だから安全性が損
なわれるとの裏付けも見当たらない。
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自家用車活用事業（仮称）におけるドライバ－の業務態様（想定）
自家用車活用事業（仮称） （参考）タクシードライバー

乗
務
の
流
れ

乗
務
前

自宅又は車内にいるドライバーは、乗務前に営業所にいる運行管
理者により遠隔点呼（健康状態、アルコールチェック、使用する
車両の運行前点検実施の確認）を受けるほか、安全運行上の必要
な指示を受ける。
※上記の乗務前の流れについては、使用権原を有する自家用車を
用いてドライバーが乗務を行う場合が想定されている。一方で、
ドライバーが、タクシー事業者（以下「管理事業者」という｡）
の車両で乗務する場合には、営業所において対面点呼により上
記確認を行い、指示を受ける。

営業所において、運行管理者よ
り対面点呼（健康状態、アル
コールチェック、使用する車両
の運行前点検実施の確認）を受
けるとともに、安全運行上の必
要な指示を受ける。

乗
務
中

・配車アプリからの複数の配車依頼を受けて、ドライバーの判断
によりどの配車依頼を受けるか選択し、指定された迎車地に向
かう。

・本事業は、タクシー不足を補うことが目的であり、配車依頼に
一定以上の割合で応じていただく必要があるため、合理的な理
由なく配車依頼を承諾しない場合には、契約を踏まえ、業務懈
怠と見做して、タクシー事業者による指導を行う。

・指導を徹底しても改善がなされない場合は、契約書に記載があ
る、「勤務成績・態度が十分ではない」と見做し、契約の終了
をすることもあり得る。

・アプリ配車に限らず、稼働時間
の目標未達や無線了解率が悪く
売上が低迷している者について
は、個別に指導を実施し、改善
がなされない場合、就業規則に
則り、訓戒、乗務停止、出勤停
止の順で懲戒処分を実施する。

安全に運転を継続できないおそれがあるときは、管理事業者（運行管理者）から指示を受ける。
（指示の例）・ゲリラ豪雨・台風時における安全な場所での待機・帰庫指示や冠水情報の共有

・出庫後の突発的な体調の変化が発生した際は安全な場所で待機する指示

乗
務
後

自宅又は車内にいるドライバーは、乗務後に営業所にいる運行管
理者により遠隔点呼により、運行状況について報告し、アルコー
ルチェックを受ける。
※管理事業者の車両で乗務する場合は、営業所において対面点呼
により、運行状況について報告し、アルコールチェックを受ける。

営業所において対面点呼によ
り､運行状況について報告し、
アルコールチェックを受ける。
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自家用車活用事業（仮称）におけるドライバ－の業務態様（想定）

自家用車活用事業（仮称） （参考）タクシードライバー

管
理
す
る
タ
ク
シ
ー
事
業
者
の
役
割

①採用時の研修

（研修科目）

・法令の遵守

・主要ターミナル/大型商業施設等の入構ルールの把握

・路上故障発生時の対処方法

②運転者への日常の教育（営業区域の状態や運転技術について指導監督）

（教育科目）

・急ブレーキ、急ハンドルなど事故につながるような運転操作を行う傾向にあるドライバーに過去のド

ライブレコーダーの映像等を見せて改善点を指導

・事故を起こしたドライバーについては実際の事故時の映像を見せてヒヤリハットの削減から指導

・配車アプリ経由でクレームが上がった場合は本人に伝え、接客態度等を指導

必要なドライバーを確保するためのシフト作成 ドライバーのシフト作成

給
与
体
系

①時間給②歩合給③歩合給及び時間給の併用の３つの体系が想定される。 基本給及び歩合給

そ
の
他

使用する車両は

①ドライバーが使用権原を有する自家用車

②タクシー会社が用意する車両（自家用車及びタクシー用車両）

タクシー会社が用意する車両

管理事業者との関係で運送役務を提供する内容の契約を締結したドライバー自らが運転することが必要。

他社の業務に従事することは制約されないが、合計勤務時間数などの労務

管理は行う。
勤務時間の管理を行う。

３



４


